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佐賀市観光振興戦略プランの策定にあたって 

 

 

 

平成 17 年 10 月に佐賀市・諸富町・大和町・富士町・三瀬村が合併し、新し

く誕生した佐賀市では、“人と自然が織りなす「やさしさと活力にあふれるまち 

さが」”を市の将来像に掲げた第１次佐賀市総合計画を策定していますが、その

将来像を目指すため、観光振興をはじめとする佐賀の個性を生かした魅力ある

地域産業の実現を図っていくことは重要なことです。 

一方で、少子高齢化や団塊の世代の退職といった社会構造の変化や、人々の

趣味や嗜好の変化などにより、観光に対するニーズは多様化してきており、こ

れからはそれに対応したコンセプトを定め、ターゲットを絞り込んだ観光施策

を戦略的に展開していくことが必要です。 

そこで本市では、この度今後の佐賀市の観光振興の指針となる「佐賀市観光

振興戦略プラン」を策定しました。このプランでは、合併により隣接すること

になった福岡都市圏などの都市生活者が、佐賀市民の“ふだんの生活”の中か

ら、そこにある豊かな楽しさ・愉快さを探し出し、どこか懐かしく、温かい雰

囲気を求めてふらりと、また何度でも佐賀に立ち寄り、“ゆっつら～と（ゆっく

りと）”した時間を過ごすことができる旅の目的地を本市が目指していくことを

掲げています。またそのためには、市民自らが新しい佐賀市を探索しながらそ

の良さを知り、佐賀での「ふだんの生活」の楽しさを観光資源として磨き上げ

いくことが求められます。 

このプランには、17 のアクションプランが盛り込まれていますが、何より大

切なことは、市民、事業者そして行政が協働して、着実にアクションを起こし

ていくことであり、今後は事業を推進する体制づくりも行っていく予定です。 

終わりに、策定にあたりまして短い期間で大変中身の濃い議論を重ねていた

だきました、村上委員長をはじめ佐賀市観光振興戦略プラン策定委員会委員の

皆様に、心からお礼申し上げます。 

 

平成 19 年 3 月 

 

佐賀市長 秀 島 敏 行 
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アクションプランと推進体制 

１．観光の動向 
（１）観光需要の動向 
（２）立地の変化 
（３）ニーズの変化 

２．観光資源利用の方向 
（１）観光資源利用の現状 
（２）観光資源利用の方向性 
（３）観光資源利用の施設と 

サービスの革新 

３．観光産業の革新と方向性 
（１）これからの観光産業 
（２）観光ルートの考え方と整備の方向

（３）観光産業の振興へ向けた施策 
＜観光事業者(宿泊産業・飲食業等)＞
＜観光施設＞ 
＜物産開発＞ 
＜イベント＞ 
＜情報提供＞ 

４．ホスピタリティと人々の交流 
（１）観光産業のホスピタリティ向上 
（２）“佐賀市大好き人間”の拡大と潜

在需要の形成 
（３）交流による新しい観光の創造 

アクションプラン一覧 

推進体制 

佐賀市観光振興戦略プラン ３部会からの提案 佐賀市観
光の課題 

佐賀市観光振興戦略プラン概要 

・女性に向けたブランドイメージ・格づくり

・佐賀市全体に対するイメージ・地域別の魅力を表すイメージの発信

・福岡都市圏の人の琴線に触れる言葉の活用

・佐賀のイメージを表すキャラクターの作成

・オモテ佐賀・ウラ佐賀のイメージづくり

・キャッチフレーズの提案

・当面は福岡都市圏住民を主なターゲットに

・女性を主なターゲットにした戦略

・主なターゲットの年代は、40～50代に設定

・徐々に九州の都市型住民から、全国に、長期的には海外・アジアへ

・ターゲットによる情報提供方法の選択

・地域に入ってふれあうことで得る、知る人ぞ知る地元情報の発信

・地域の観光資源をコーディネートして発信する仕組みづくり

情報発信方法
・媒体の選択

イメージ・
キーワードの
打ち出し

ターゲットの
絞り込み

・女性をターゲットに、和・本物の魅力を活かした商品づくり

・地元の素材を活かした、旬を感じる商品づくり

・佐賀の歴史・文化を活かした観光商品づくり

・生産の現場・ものづくりの現場が見える観光商品づくり

・女性がまた来たくなる店・まち・環境のデザイン開発

・「こだわり」をくすぐる売り方の提案

・佐賀の特産品に触れることができる場づくり

・地域の歴史文化を活かした新たなイベントの企画

・佐賀市民が合併した新市の魅力を確認し、同時に福岡都市圏住民も楽し
　めるイベントの企画

・既にあるものを活かし、既存のイベントの集客力増加

・既存のイベントの整理・調整

・観光交通の基幹ルートの設定

・佐賀市を“北部（やま）”、“南部（まち・うみ）”のゾーンに分け、ゾーン毎の
　特色を打ち出す

・観光客が自分らしさを表現できるルートの提案

・サインの整備・充実

・地域情報の発信

観光商品
づくり

イベント
づくり

ルート
づくり

・消費者と生産者がつながる場づくり

・口コミ・信頼の情報の提供

・様々なニーズに対応したもてなしの仕組みづくり

・もてなし環境づくりの指標・評価の導入

・センスを磨き、本物を見る目を養う場づくり

・拡大した市域の各地域の歴史、文化等の習得

・普段の生活・仕事からにじみ出るもてなしの醸成

・もてなしのトレーニング・体験の場づくり

・佐賀ファンづくり

・地元の資源を見せ合い、自慢しあえる機会づくり

・定期的な情報交換会、交流会、勉強会の開催

・地域のネットワークで“つなぐ”仕組みづくり

・行政、関係団体の持つ情報を活用し、地域のネットワークづくり

・行政支援体制づくり

体制づくり

もてなし意識
の醸成

テーマ アクションプラン

１．佐賀市のイメージを表現するキャッチフレーズ・
　　キャラクターの作成

２．福岡都市圏を対象にしたメディアへの活用による
　　情報発信

３．観光情報をまとめたポータルサイト構築

４．観光情報を発信するメーリングシステム構築

５．物語・蘊蓄を活かした商品開発

６．自然・農水産物を活かしたグリーン・ツーリズム
　　の観光商品開発

７．アウトドアスポーツ・レジャー観光商品開発

８．“つくる”をテーマにした体験型商品開発

９．女性の視点を生かした“和”のまちづくり

イベントづくり
10．佐賀市の歴史・文化を活かした魅力あるイベント
　　づくり

11．“私だけのルート”を楽しめるマップ・ガイド
　　ブック作成

12．観光交通の基幹ルート機能の拡充

13．もてなし人材育成のための勉強会開催

14．地域の観光情報共有化のためのメーリングシステム
　　構築

15．もてなしの環境づくり

16．現場でのもてなし研修の実施

佐賀市のなじみ
客づくり

17．佐賀市のなじみ客づくり

もてなしの人材
育成･環境づくり

福岡都市圏へ
の情報発信

地域情報発信
の仕組みづくり

観光商品づくり

ルートづくり

うんちく 
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１．観光の動向 
（１）観光需要の動向 

１）入込観光客数・人口 
①佐賀県・佐賀市の入込観光客数の現状 
○佐賀県の入込観光客数は、3,141万人 
・平成 16 年の佐賀県の入込観光客数は、3,141 万人であった。 

・同年の九州各県の入込観光客数は、図が示すように福岡県が 9,407 万人と、最も多く、次いで、熊本

県が 6,196 万人、大分県が 5,459 万人であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○佐賀市の入込観光客は、349 万人 

・平成 17 年の佐賀市への観光客入り込み観光客数は約 349 万人であった。平成 15 年の約 342 万人と比

較すると、約７万５千人増加しているが、平成 16 年の約 362 万人と比較すると、約 12 万人の減少で

あった。 

 

 

 

 

福岡
佐賀

長崎

大分

熊本

宮崎

鹿児島

（千人）

94,075

31,412

28,208

54,590

61,963

12,02846,938

参考資料：各県の平成 16 年観光動態調査 

3,419

3,616

3,494

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

3,500

3,600

3,700

平成15年 平成16年 平成17年

（千人）

佐賀市観光・文化課調べ 

※イベント来場者数は除く 

※平成 15、16 年は、平成 17 年の調査方法に基づいて再集計した数値 
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○佐賀市への地域別入込観光客数の７割以上が、佐賀県内と、福岡県からの観光客 
・平成 17年の出発地別・入り込み観光客の状況をみると、佐賀市内からの観光客が最も多く 31.8%と、
地域内での地元観光客の需要が大きいことを窺わせている。次いで多かったのは、佐賀市以外の佐賀

県内からの観光客で、17.0%であった。佐賀県内以外で最も多かったのは、福岡市からの観光客で、
13.3%であった。 

・福岡県内から訪れる観光客は 25.9%であり、佐賀県内から訪れる観光客の 48.8%と合わせて、74.7％
を占める。 
・市民自ら市内を観光し、楽しみ交流する、日帰りを中心とする観光需要は今後も増大が予想される。

また、合併して福岡県と隣接したことにより、福岡都市圏からの心理的な距離感が縮まり、福岡方面

からも日帰りを中心とする観光客の増加が期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②九州最大のマーケットである福岡都市圏と隣接 
○九州各県の人口は、福岡県が 505万人でトップ 
・九州各県の人口分布をみると、佐賀県の人口は約 87万人、福岡県は約 505万人であった。 
・福岡県の人口は、九州全体の人口の約 38%を占めており、佐賀県は九州最大のマーケットと隣接して
いるという、恵まれた立地環境にある。 

 
 
 

福岡

佐賀

長崎

大分

熊本

宮崎

鹿児島

5,049

866

1,479

1,210

1,842

1,153

（千人）

1,753

参考資料：平成 17 年国勢調査速報

佐賀市観光・文化課調べ 

※平成 17 年度観光振興戦略プラン見直しのための準備作業におけるアンケート結果による 

31.8% 17.0% 13.3% 12.6% 3.6% 4.4%

4.1%

12.6%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐賀市内 その他佐賀県内
福岡市 その他福岡県内
長崎県 福岡県・佐賀県・長崎県以外の九州
その他日本国内 国外
不明
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○佐賀市は、九州の人口の約２割を占める福岡都市圏と隣接 
・福岡市及びその周辺 18 市町からなる福岡都市圏は、地理的に近接し、歴史的にもつながりが深い関

係にあり、住民の日常社会生活面の一体性を高めている圏域とされている。福岡都市圏は、福岡市、

粕屋地域、筑紫地域、宗像地域、糸島地域からなる。 

・福岡都市圏の人口は 222.9 万人と、九州の人口の約２割を占めており、九州最大のマーケットと隣接

する佐賀市は、福岡都市圏から観光客を呼び込むことが期待される。 

・福岡都市圏全体でみると、男性が約 108 万人、女性が約 115 万人と、女性の方が７万人多く、年代で

は 20～39 歳が 32%（約 70 万人）と最も多く、次いで 40～59 歳が 27%（約 62 万人）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20～39歳
353千人
（17%）

40～59歳
317千人
（14%） 60歳～

179千人
（8%）

40～59歳
301千人
（13%）

60歳～
241千人
（11%）

20～39歳
344千人
（15%）

0～19歳
252千人
（11%）

0～19歳
241千人
（11%）

参考資料：平成 12 年国勢調査 

福岡都市圏人口の性別・年齢別の比率 

男 女

佐賀県 福岡県 

福岡都市圏 

佐賀市 

佐賀市と福岡都市圏の位置図 
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２）観光の形態と消費額 
①日帰り 
・日帰り観光客数は、平成 17年で約 293万人であり、平成 16年の約 308万人と比較すると、約 14万
人減少している。 
・平成 17 年は国内で大きなイベントが開催されたことにより、全国の観光地で入り込みが減少した。
この日帰り客の減少と直接的な関係を窺うことはできないが、旅行費用を同イベント等に傾ける観光

客が多ければ、他の観光は控えめとならざるを得なかったのではなかろうか。 
・佐賀市を訪れる観光客の約 85%は日帰り観光客であり、合併で福岡都市圏と隣接したこと、今後ます
ます交通体系が整備されること等により、日帰り客・通過型の観光客が今後も増加することが予想さ

れる。 
・これらの観光客が、佐賀市を来訪する目的や楽しみを期待できるような情報を発信することで、佐賀

市に立ち寄ってもらい、滞在時間を長くすることが必要である。 
 
②宿泊 
・平成 17年の宿泊観光客数は、約 56万人であり、平成 16年と比較すると、約２万人増加している。 
・温泉地での宿泊を増加させる取り組みや、コンベンション・スポーツイベント・修学旅行の誘致等に

よる宿泊客数の増加を期待する仕掛けが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 

佐賀市観光・文化課調べ 

※イベント来場者数は除く 

※平成 15、16 年は、平成 17 年の調査方法に基づいて再集計した数値 

2,844
3,075 2,934

575 541 560

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成15年 平成16年 平成17年

日帰り 宿泊

（千人）



 

6

③年間観光消費額 
・平成 17年の年間観光消費額は 160.6億円であり、平成 16年の 164.5億円よりも 3.9億円減少してい
る。 
・観光客一人あたりの単価は、平成 15年が 3,556円、平成 16年が 3,299円、平成 17年が 3,442円と
なっており、平成 17年は平成 16年よりも 143円増加している。 

・観光需要の中心である日帰り客は、平成 16年に対して平成 17年が減少しており、観光消費額の総額
も減少しているが、観光客一人あたりの単価は増加している。これは、わずかに伸びた宿泊客の消費

増が原因と考えられる。 
・宿泊客の消費が日帰り客の消費よりも大きいことは当然である。しかし、佐賀市は今後、より日帰り

客への依存を高めることが予想されるので、日帰り観光客が消費できる物やサービスの開発が望まれ

る。 

 
 
 
 
 

佐賀市観光・文化課調べ 

※平成 15、16 年は、平成 17 年の調査方法に基づいて再集計した数値 
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（２）立地の変化 

１）観光立地と需要開拓の方向性の確定 
○佐賀市と隣接する福岡都市圏住民を当面のターゲットに設定 

・佐賀市は合併により、九州最大のマーケットである福岡都市圏と隣接した。これをきっかけとして、

当面の佐賀市の観光需要のターゲットを福岡都市圏の観光客に据え、佐賀市での楽しみ方・ライフス

タイルを提案するとともに、田舎・田園・癒し・自然など、福岡都市圏にない魅力を打ち出すことが

必要である。 
○長期的には海外・アジアの観光客も誘客 
・徐々に九州の都市型観光客、全国の観光客へとターゲットを広げていき、長期的には、海外・アジア

の観光客も誘客する。 
○40～50 代・女性を主なターゲットに設定 

・佐賀市には古湯・熊の川・三瀬などの温泉や豊かな自然があるが、福岡都市圏住民を対象としたアン

ケートにおいて、旅行先を選ぶ際のポイントを年代別にみると、40代以上で温泉や自然の景色などを
求める割合が多い。また、40～50 代は、経済的にも比較的余裕があるため、佐賀市に来訪した際の
経済波及効果を高くする努力が必要とされる。 
・福岡都市圏の人口に占める 20～39 歳の割合は高い。さらに、今後退職を迎え、時間的なゆとりが生
まれる団塊の世代もターゲットとなってくる。メインのターゲットを 40～50 代に設定しながら、そ
の前後の世代にも対応していくことが求められる。 

・女性は男性に比べて時間的余裕がある人が多い事に加え、家計を握っているため経済的にも余裕があ

り、センスも良いと言われている。また、女性を引きつけることができれば、その家族や、友人など

を誘客することが期待できる。加えて、女性は男性よりも買い物・食事に対する出費が大きいため、

経済的にもメリットは大きい。佐賀市の観光は、女性を主なターゲットに設定し、女性向けの情報発

信や、観光商品開発・見せ方の研究を行い、女性の需要を開拓する。この女性需要をてこに男性の需

要開拓をはかることが望まれる。 
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参考資料：西日本新聞社 九州データ・ブック２００６ 

福岡都市圏住民が、旅行先を選ぶ際のポイント
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○ターゲット別の情報発信メディアの選択による需要の獲得 

・効果的な情報発信のために、ターゲットによって情報の内容を絞り込み、インターネット・雑誌・Ｔ

Ｖ・口コミ等の発信媒体を選択する。 
・多くの人が読む旅行雑誌への広報により、幅広い層からの需要を獲得するとともに、特定のライフス

タイルに憧れる人が読む雑誌にも広報を行う。 
○佐賀市民自身が楽しむ、地域内の観光を促進 

・佐賀市内及び近隣の人々が、佐賀市内での観光を楽しむことを促進し、そこで生まれる交流が生み出

す魅力を求めて、さらに外から人が集まってくる仕組みをつくる。 
 
２）交通条件の変化等によるルート変化と立地 
○高速交通体系の整備等により、日帰り観光圏域が拡大 
・高速交通体系の整備や、有明海沿岸道路の整備等、交通条件の改善により、日帰り観光圏域が拡大す

るなか、観光ルートに新しい魅力や個性を持たせるとともに、観光資源の既存の魅力を磨き上げるこ

とが必要となる。 
○今後も、福岡都市圏から佐賀に来る観光客の増大を期待 
・三瀬トンネルから福岡市側の曲がりくねった細い道路を、運転しやすい新しい道路に整備することに

よる、福岡都市圏から佐賀市へのアクセス向上に伴い、福岡都市圏方面からの観光客が増加すること

が期待される。 
・佐賀市を訪れる際の入り口としては、佐賀駅（年間乗降客数約 789 万人）・佐賀大和インターチェン
ジ（年間利用台数 493 万台）となっている。（通勤・業務利用を含む）そこで、この２地点周辺に観
光情報などを提供するゲートウェイ機能を持たせることを検討する必要がある。 

○長崎・佐賀県西部の観光地と一体となって観光客を呼び込む 
・長崎県や佐賀県西部の観光地と連携し、九州北西部全体が一体となって互いの魅力を高め合い、広域

的な視点で観光客を誘客し、福岡県等を訪れた観光客に九州北西部まで足を伸ばしてもらう仕掛けが

必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐賀市周辺の主要交通拠点利用状況 

↑
乗降客数200万人の場合

200万人 ←駅年間乗降客数

↑
利用台数200万台の場合

200万人 ←インターチェンジ・三瀬トンネル
　　 　　年間利用台数

鳥栖I.C

長崎自動車道

国道263号

佐賀市

福岡県

佐賀県

ＪＲ長崎本線

多久I.C

鳥栖駅

武雄温泉駅

佐賀駅

三瀬トンネル

789万人

172万台

102万人

473万人

578万台

241万台

493万台

佐賀大和I.C

東背振I.C

福岡方面から

長崎方面から

福岡方面から
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 ３）競合観光地との関係 
○他の観光地をベンチマークとして佐賀市観光の魅力を増大 
・九州の高速交通体型が整備され、観光が広域化する中、他の観光地の特性と差異化できる“佐賀市モ

デル”の観光を打ち出しながら、競合観光地と競争しながら、市場の拡大と、観光ビジネスの機会の

拡大を狙うことが求められている。特定の観光地をベンチマークとして、競争する環境を積極的に利

用しながら、佐賀市観光の魅力を磨き上げていくことが必要である。 
 
（３）ニーズの変化 

１）観光産業の動向の変化 

○伸びている観光活動への参加人口 

・「2006 レジャー白書」によると、「余暇時間が増加した」、「余暇支出が増加した」と答えた人の比率が

平成 16 年から平成 17 年にかけて上昇しており、今後の余暇活動の拡大が期待されている。また、余

暇活動のうち「国内観光旅行」への参加人口は、平成 16 年と比べて若干減少したものの、「帰省旅行」

や「海外旅行」への参加人口はここ数年増加を続けており、「国内観光旅行」を加えたこの３つの観

光旅行系への参加人口は、全体として伸びてきている。 

○多様な観光行動に対応した商品の提供 

・国内観光旅行は、バブル崩壊以後「安近短」ばかりでなく、差異化した消費の機会として人々が互い

に目を向けながら違いを競い合うような需要が高まってきた。さらに、高速交通網の整備とともに日

帰り旅行圏域が拡大し、各地で農産物直売所、特産品販売所、温泉施設等の手軽な観光レジャー資源

が整備されている。 

・また、自家用車に頼らないバスツアー、列車ツアー等においても、これらの施設・サービスを組み込

んだ地域の季節イベントへの参加など次々と多様な観光商品サービスの開発が進められている。 

・このように、観光客は、多様な商品サービス、施設の中から、目的、時間、費用等の条件をもとにし

て、あらゆる情報の中から選択することが可能となり、受入れ側である地域は、観光客の求める“旅

の物語”を予測し、商品、サービスを準備しておくことが必要であるとされている。 

○健康、自然、地域の生活文化、ふれあい、体験へのニーズの高まり 

・レジャー白書によると、国内観光参加人口のシニア世代、つまり団塊の世代とこれ以上の世代が占め

る比率は 5割を越え、本格的なシニア型余暇社会への対応がこれから必要になるといわれている。ま
た、これらのシニア世代が余暇活動へ参加する要因として「健康」が重視されており、体に良いコト、

健康のために良いコトなどへのこだわりが窺われる。 
 
２）観光産業の業種業態の拡大 

○地域への波及効果の大きい観光産業 

・観光は、人々の生きがいや安らぎ、生活のゆとりと潤いをもたらすだけでなく、経済的な面で重要な

意義を有している。「国土交通白書」によると、平成 16 年度の国内旅行消費額 21.17 兆円は、平成 15

年度(21.21 兆円)に比べ横ばいではあるが、平成 15 年度における観光による GDP（9.7 兆円と推計）

は、日本が誇る化学産業や一般機械産業と同等の GDP 比率といわれている。 

・観光産業は、旅行業、宿泊業、飲食業等にとどまらず、農林水産業、製造業や、建設業に至るまで、

多様な産業との連携を進める裾野の広い産業となっており、旅行消費額が産む生産波及効果、雇用効

果は大きく、地域にとっても、交流人口を増加させるとともに、産業や雇用の創出等が期待され地域
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の活性化に大きく寄与することが期待される。 

○地域波及を増大する観光関連産業の拡大 

・国内旅行の人口当たりの回数は大きくは伸びてはいないものの、依然として国内旅行に対する潜在需

要は高く、国民の旅行環境の整備等を推進し、潜在需要を実際の旅行につなげていくことが、国民の

余暇活動を充実させる上での課題とされている（国土交通白書より）。 
・この旅行環境の整備には、観光産業をリードしてきた旅行業、ホテル・旅館業だけでなく、地域の運

輸通信、飲食、娯楽、土産品産業、さらに地域の特色ある農林水産業など様々な地域産業が観光サー

ビスに関わってきており、観光関連の産業の裾野は拡大してきている。 
・これは、人々が古いタイプの観光を嫌い、「観光とは呼ばない」ような旅行を好むようになってきた

ことも原因と考えられる。佐賀市民が佐賀市内の農家レストランに出掛けたり、福岡市の住民が佐賀

市内に農産物を買いに訪れる場合、これらはれっきとした観光であるにもかかわらず、人々にはそう

感じられていないという現象が、その傾向を強く現している。このような新しい旅行に対する意識を

統計などにいかに反映し、観光の新しい動向を知るかということも観光産業振興の課題である。 
 
３）価格に見合うサービス、格の重視 

○価格に見合ったサービス・施設環境を提供 

・様々な情報誌が発行され、インターネットが普及したことにより、観光客はいろいろな情報を既に入

手していることを前提として、価格、サービスを他地域と比較されても負けないだけのものを提供す

ることが必要となる。そのため、来客の負担する費用、商品サービスの価格に対して、これに見合う

サービスの提供、利用する施設の環境の整備を準備していくことが求められている。 
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２．観光資源利用の方向 
（１）観光資源利用の現状 

・平成 17年の施設別観光客入込状況をみると、観光施設では、そよかぜ館に 113.6万人が訪れている。
県立佐賀城本丸歴史館には 22.6万人、どんぐり村には 21.9万人、天山リゾートには 18.5万人の来訪
がある。 

・温泉地では、三瀬温泉やまびこの湯の観光客数が 19.2 万人の他、古湯温泉・熊の川温泉の日帰り客
が、それぞれ 5.8万人、8.5万人となっている。 

・イベントでは、佐賀インターナショナルバルーンフェスタが 79.8万人、佐賀城下栄の国まつりが 19.3
万人、佐賀城下ひなまつりが 10.3万人であった。 
・宿泊客は、古湯温泉が 7.1 万人、熊の川温泉が 0.６万人、温泉以外の宿泊施設の合計が 48.3 万人と
なっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

温泉（日帰り客） 年間

古湯温泉 58,169

熊の川温泉 85,415
三瀬温泉やまびこの湯 191,929

小計 335,513

平成17年の主な観光施設・温泉・宿泊施設・主なイベント入込客数 

佐賀市観光・文化課調べ 

 

宿泊施設 年間

古湯温泉 71,073

熊の川温泉 5,839

温泉以外の宿泊施設計 483,251

小計 560,163

主な観光施設 年間

県立佐賀城本丸歴史館 225,949
県立美術館 155,539
県立博物館 41,413

佐賀市歴史民俗館 198,777
大隈記念館 14,453

徴古館 33,681
徐福長寿館 6,397
隔林亭 7,550

高伝寺 5,150

神野公園こども遊園地 70,461

金立いこいの広場 40,186

嘉瀬川リバーサイドゴルフ場 26,340

筑後川昇開橋 41,591

巨石パーク 19,619

そよかぜ館 1,136,157

大和花菖蒲園 10,872

大和不動カントリークラブ 44,043

２１世紀県民の森 33,363
富士カントリークラブ 31,380
天山リゾート（スキー場） 185,000

どんぐり村 218,873

北山カントリークラブ 39,394

ミツセファーム 32,265
市内キャンプ場（4施設計） 7,114
その他 215,808
小計 2,841,375

主なイベント 年間
佐賀城下栄の国まつり 193,000
佐賀インターナショナルバルーン
フェスタ 798,000
佐賀城下ひなまつり 103,100
夏の夜のメルヘン 25,000
諸富町産業祭 5,000
川上峡夏祭り 20,000
古湯映画祭 3,500
古湯音楽祭 1,500
富士町ふれあい祭り 4,000
田舎と都市のふれあい祭り 20,000
みつせポップジャム 800
ざっといかんばい林道マラソン 700

小計 1,174,600
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（２）観光資源利用の方向性 

○自然・癒しを求める都市型の観光客に対応 
・近年、個人観光客が観光の中心となっており、温泉・癒し・食・こだわり・趣味など、多様な目的・

理由を持った旅が好まれている。当面のターゲットである福岡都市圏住民も、温泉、自然や景色等を

重視する傾向にあるなか、自然や癒しを求める都市型の観光客に対応した情報の発信・観光商品の開

発が必要である。 
 
 

 
 
○観光資源利用の新たなコンセプトの創造 
・旅のスタイルが観るだけの観光から、物語を消費して楽しむ、より高度な観光、体験する観光へと変

化するなか、観光資源を見せるだけでなく、その背景や、蘊蓄
うんちく

とともに紹介するなど、資源利用の新

たなコンセプトを創造していく必要がある。 
○佐賀観光のイメージを、キャッチフレーズなど、わかりやすいかたちにまとめて発信 
・こうしたライフスタイル・観光動向の変化を捉え、「自然とのふれあい」「健康づくり」「癒し」を実

現できる、佐賀市の観光資源に対応した佐賀市観光のコンセプトを作成し、キャッチフレーズ・イメ

ージ等、わかりやすい形にまとめて発信する必要がある。 
○自慢をしたい・また行きたいと思ってもらうような観光メニューの準備ともてなし 
・佐賀市に来訪した観光客が、観光資源を楽しみ、市民とふれあうことで満足感を感じ、体験の自慢を

したい、また行きたい、次は他の人を連れて行きたいと思ってもらうような観光メニューの準備やサ

ービスの改善・もてなし意識の醸成が必要となる。 
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資料：西日本新聞社 九州データ・ブック２００６ 

福岡都市圏住民が、旅行先を選ぶ際のポイント
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参考①：佐賀観光についてのアンケート調査 
・企画・宣伝部会は、福岡・佐賀の若者が、佐賀市に抱くイメージや、佐賀市を目的地として行う観光

行動を把握するためにアンケートを実施した。アンケートの結果は、観光情報を提供するメディアの

絞り込み、佐賀市観光のイメージ・キーワードを打ち出す際の参考資料とするための資料とされた。 

（概要） 

実施日：７月５日配布、11 日回収 

福岡都市圏住民：福岡都市圏在住・福岡市に支社を持つ企業に勤務する委員にアンケート配布 

（配布数 120 票 回収数 116 票） 

佐賀市民：佐賀市在住の委員にアンケート配布（配布数 130 票 回収数 123 票） 

（福岡都市圏住民） 
・佐賀市といえば思い浮かぶことは、「バルーンフェスタ」・「佐賀牛」・「はなわ（※）」を多くあげてい

る。また、呼子、唐津等の地名をあげる人が多く、その他、吉野ヶ里や鳥栖、伊万里などを加えると、

地名を間違えている意見は３割にのぼった。 
・佐賀市の好きなところとして、「自然が豊か」「のどか」、「静か」、「のんびり」、「田舎」、「ゆっくりし

ている」など、癒しや、ゆったりとした部分をあげている人が多かった。 
・佐賀市を嫌いな理由としては、「イメージがない」、「特徴がない」、「何もなさそう」など、佐賀の印

象が薄いことをあげている人が多かった。 
（佐賀市民） 
・佐賀市といえば思い浮かぶことは「バルーンフェスタ」が、約６割と、圧倒的に多い他、「佐賀城下

ひなまつり」・「えびす」・「七賢人」・「佐賀城」など、佐賀の歴史・文化を表すものが多くあげられた。 
・佐賀市の好きなところは、「自然」をあげている人が 13.0%と、最も多く、次いで、「佐賀牛」、「のん
びりした雰囲気」、「緑が多い」、「住みやすい」の順となっている。 
・佐賀市の嫌いなところは、「交通機関が不便」、「道がせまい」、「バスの便が少ない」、「車がないと不

便」など、道路・交通に関する不満があげられている他、「中心街が寂しい」、「活気がない」など、

街の賑わいがないことに関する意見がみられた。 
※はなわ・・・お笑い芸人・歌手。佐賀県を題材にした歌をヒットさせた。 
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参考②：キャッチフレーズ（案） 

・企画・宣伝部会の中で、佐賀市のイメージを表すキャッチフレーズの案を作成した。また、キャッチ

フレーズには「佐賀市」という言葉を含め、市全体を表すキャッチフレーズと、ゾーン別のキャッチ

フレーズを設定し、地域の特色をアピールすることが必要だという意見が出された。今後、以下の案

を佐賀市のキャッチフレーズを作成する上での参考とすることが望まれる。 

 

 

 
 

キャッチフレーズ 

テ
ー
マ
型 

癒し 
・心に栄養を与えてくれるまち 
・福岡都市圏住民のリゾート 
・豊かな時間を過ごすさが 
・こころを元気にしたくなったら、佐賀市へ 
・佐賀に「ほーっ  と」しに来ませんか 
思い出 
・のすたるじぃ  佐賀市（さがし） 
  思い出に辿り着く街 
・忘れそうななにかを拾いに行こう、ＳAＧA 
・今もゆっくり時がながれる、あなた再発見の旅 佐賀 
人柄 
・恵比須顔おもてなしの佐賀 
・いいことありそな、佐賀市 
  エビス顔でおもてなし 
・地元を愛する人たちが住んでいる町に行こう 
自然 
・自然共生都市へ 新・佐賀市 
・大きな空に会いたくなったら、佐賀市へ 
田舎 
・周回遅れの田舎のイメージ 
・田舎だけど がばい よかとこ さが 
自然・癒し 
・自然に抱かれたい、癒されたい方は『さが』にきんしゃい！ 
・SAGAは、あなたを優しく癒します。一度きてみんしゃい！ 
・佐賀には、天山おろしの癒しの風が吹く 
食（美味しい）・自然 
・湯つら食って美味しい佐賀 
・楽しい自然、おいしい自然 新・佐賀市 
・楽しい、やさしい、おいしい自然 新・佐賀市 
歴史・自然 
・城と水の町 暮らしに歴史が息づく佐賀市 
・歴史と自然が真ん中に 佐賀市 

総
合
型 

癒し・食・歴史・自然 
・自然・歴史と温泉、更に食が満喫できる楽しさ溢れる「さが」 
・癒しの「さが」 歴史の「さが」 美味しい「さが」 探してみませんか「さが」に来て！ 
・豊穣の山と海、そして城下町 
  ゆったリズムの響く街 
その他 
・がばい！佐賀市 
  感動原石ゴロゴロ 
・山から海までぜ～んぶ佐賀市 
・以外といいじゃんＳAＧA 
・まだ知らない佐賀はとなり町だったんだ 
・ずーっとＳAＧA 
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（３）観光資源利用の施設とサービスの革新 
○日常生活で消費されるサービスの革新に対応した、観光事業者の革新意欲の推進 
・交通機関の高速化や、施設の利便性の向上・ユニバーサルデザインの推進、ITを活用した旅行商品の
増加など、私たちの日常生活を取り巻く様々なサービスの革新が急速に進んでいる。これに対して、

観光資源の楽しみ方・見せ方や、旅の行程・メニュー等、“観光資源を利用した事業者によるサービ

ス”は、さほど大きな変化が見られない。観光事業者によるサービスも、生活関連サービスの変化に

対応することが求められる。 
 
 



 

16

３．観光産業の革新と方向性 
（１）これからの観光産業 

１）観光産業の方向性 
①観光客が求めるサービスの変化 

○佐賀市の様々な産業に関わる人が観光客にサービスを提供することで、地域産業全体を活性化する 

・佐賀市を構成する各地区を、その機能の観点から整理して、いくつかのゾーンに分ける作業を行った。

その結果佐賀市は、南部に飲食・物販、宿泊などが集積した中心市街地とこれを取り巻く田園地帯、

有明海・筑後川に関わる産業集積を有する「まち・うみのゾーン」と、北部に温泉地や農林業、自然

資源を有する「やまのゾーン」という２つの特色を有する地区で構成されている。 
・それぞれのゾーンでは、地域の特色を活かしたサービスが提供されており、「まち・うみのゾーン」

の中心市街地では、季節イベント時において飲食・物販店による新サービスの提供や南部地区では体

験型商品の実験などが行われ、「やまのゾーン」の北部では、福岡市に隣接する立地条件と地域の自

然を生かし、農家民宿、農家レストラン、農産物直売などのサービス提供も行われている。 
・農家民宿におけるサービスと、ホテルにおけるサービスは、宿に泊まり、風呂に入るというように、

同じ行動をするにあたっても、その背景となる環境が全く異なる。業態が異なれば、提供するサービ

スにも大きな変化が生まれる。また、農家民宿・農業体験・工場見学などのように、普段自分がおか

れている環境との違いを楽しみ、農家の普段の生活や、工場の日常の生産過程を体験・見学する観光

メニューが多数生まれている。 
・これら各地区の農林水産業を含めた地域の産業が観光客にサービスを提供することに加え、各業種間

で連携しながら、これまでの業種の枠にとらわれないサービスを展開し、新たな観光商品を創り出す

ことで、地域産業の活性化を進めていく必要がある。 
 
②観光産業のブームと商品性 

○健康、自然、ふれあいを求める福岡都市圏住民のニーズに応じた商品開発 
・全国的な健康・自然・ふれあいを求める機運の高まりと同様、女性の余暇参加を喚起する情報を提供

する福岡都市圏の雑誌・フリーペーパー等のメディアにおいて、女性限定の温泉と食の日帰りツアー、

地元の食材を活用した飲食店巡り、地域の伝統文化の体験やふれあいのイベントなど、体に良く、食

や自然、地域にこだわる商品やサービスが重視されている。 
○多様な観光商品を提供することにより地域での遊びの選択肢を拡大 

・毎年開催されているバルーンフェスタや佐賀城下ひなまつりなど、地域のイベントに参加する人たち

や、佐賀城本丸歴史館をはじめとした施設見学に訪れる人たちに対し、佐賀市内外の他の資源、イベ

ント情報、あるいは開催予定のイベント情報等も含めた情報を提供することにより、佐賀市への来訪

回数を増やし、地域で遊んでもらう機会を拡大していくことが必要である。 
・そのため、佐賀市の各地域の特色を生かし、多様な資源を磨き、観光商品として、地域の遊びの選択

肢を拡大していくものとする。 
 

③観光地としてのブランドイメージ、格 

○佐賀市観光のブランドイメージ向上・格づくり 
・いろいろな地域の情報を入手し、経験を有している来訪客に対して、佐賀市を訪れるという行動を起

こしてもらうためには、佐賀市へ「行ってみたい」、「行きたい」というモチベーションを喚起するこ
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とが必要である。 
・そのため、佐賀市を訪れることによって得られる満足、人に自慢したい、伝えたい等、佐賀市の観光

商品サービスの付加価値、つまりブランドイメージを向上することや観光地としての「格」づくりを

進めていくものとする。 
○女性ターゲットに向けたブランドイメージ 

・福岡都市圏を主としたターゲットエリアの中で、中高年の女性をターゲットとして、女性が好むイメ

ージづくり、お洒落なデザイン等による、佐賀のブランドイメージを向上を図る。 
・このイメージのもとに、関連する産業、地域のもてなし環境イメージのブランド化を進め、産業が提

供する商品、サービス提供において、知的な品の良さをアピールすること等により信頼を得ながら、

佐賀市の観光地としての「格」づくりを進めていく。 
○女性がまた来たくなる店・まち・環境のデザイン開発 

・女性向けに、佐賀城物語などを女性の視点から紹介し、佐賀城下のナイトツアー、佐嘉神社近辺の散

策ツアーなど、歴史の現場を体験できるような、歴史・文化をアピールする商品開発を進める。 

・女性の視点を生かし、女性好みのデザインによる風景づくりを長期的なまちづくりとして進めていく。

また、イベント時には、和紙を使ったライトアップ、建物のライトアップなど、女性が好む風景づく

りを短期的にも取り組み、まちの演出による佐賀市のイメージを形成する。 

・佐賀城の濠の周辺整備により、誰もが歩き、休み、楽しめる環境づくりを進め、まちなかの回遊性を

高め、まちを遊ぶ環境づくりを進める。 

 
２）社会の求める価値に見合う地域づくり 
○自然・環境に配慮した地域づくりを行うことが、観光客に対してのもてなしの基礎となる 

・地球環境保全、資源エネルギーの有効利用など、自然との共生への取り組みは、世界規模で取り組ま

れている。観光の場面でも、自然環境を学び、その特性を楽しみながら保護する活動へも参加するエ

コツーリズムのような新しい観光の形態が生まれている。 
・さらに、宿泊業などの観光産業の中には、観光客を受け入れ、サービスを提供しても、自然環境を汚

染しないように配慮した活動を行う、環境に優しい経営に取り組む企業も多く見られるようになって

いる。 
・これらの活動を通じて、地域の知的活動の活性化、宿泊、物販飲食等の観光関連企業も含めた環境へ

の取り組みが進むことにより、環境をテーマとした地域ブランドを確立した観光地も見られる。 
・今後は、社会が求めるもの、評価される取り組みが、観光地の一つの価値として、あるいは基盤とし

て必須となることも考えられる。 
・さらに、誰もが同じように楽しむことができるように施設や設備、あるいはサービスにおけるバリア

フリー化やユニバーサルデザインの導入に積極的な企業や地域もみられるようになっている。 
・環境に優しく、誰もが楽しめる観光地を作るためには、それらを保証する各種の認証を積極的に受け

て、社会に対して積極的な姿勢を示し、信頼を受けることが必要である。 
・農山村や水辺環境を観光資源として有する佐賀市において、観光関連産業によるＩＳＯの取得、地域

のバリアフリー環境など、その取り組みのレベルの指標化と発信、あるいは評価するための指標や規

格の導入を検討し、地域のもてなし基盤づくりを進める。 
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○観光客をもてなす環境を表す指標や評価の導入 

・地域の企業、市民活動のもてなし環境づくりの進捗度をあらわす評価基準の導入を進める。ＩＳＯ等

の規格認定に取り組む企業や店舗などを観光パンフレット、ホームページ等によって紹介する。 
・もてなし人材育成の目標として、もてなし検定制度や、どのような水準のサービスを提供しているの

かを星の数などで表す指標化のシステムの導入を検討する。 
・また、事業者のもてなし環境づくりへの取り組み、やすらげる店づくり、四季を感じる雰囲気づくり

など、多様な取り組みを評価し、実践している店舗等の紹介により、地域全体の取り組みへと進めて

いく。 
 
３）地域ブランドの連携と相乗効果の創出 
○佐賀市の価値を高める地域ブランドの形成 

・農水産地を有する佐賀市において、消費者と生産者が直接つながる場をつくり、農産物の主産地化を

超えた地域ブランドとしての位置づけを高めていく。 

・消費者が生産者の人柄と商品に親しみを感じることができる場づくりや、農業体験、海苔づくり、家

具づくりの見学会等の実施により、消費者と生産者が直接交流する場づくりを進め、仕事への社会の

期待を生産者が直接感じることができる機会をつくり、仕事のやり甲斐を高めるとともに、後継者の

確保など、地域ブランドの維持への効果も期待する。 

・名尾和紙や、肥前びーどろ、鍋島緞通、佐賀錦といった、佐賀市に伝わる伝統工芸品は、ものづくり

の技術や、芸術性等において高い評価を得ている。これらの伝統工芸品をつくる現場に触れ、本物の

職人の手仕事や、作品に対する思いを聞くことで、より深く佐賀市の文化を理解してもらう。 

○地域ブランドの連携・コーディネートと、ブランドの情報発信 

・地域内の他業種と観光関連産業との連携により、既存のブランドを活用し、新たな観光商品としての

開発を進める。 
・佐賀の歴史的な資源であるえびす像、佐賀の生活文化の象徴となったがばいばあちゃんなど、既にあ

るキャラクターを活用し、佐賀市を「幸せ」や「運がよい」というイメージで売り出し、これとタイ

アップした観光商品を開発するなど、ブランドの連携によって、地域イメージを発信する方策を検討

する。 

・また、福岡都市圏での佐賀市のイメージとして指摘された「バルーンフェスタ」、「お菓子」、「自然」、

「癒し」など、佐賀市といえばのイメージを生かした、ブランドの連携方法を検討する。 
・佐賀市のホテル・旅館などにおいて、佐賀市内の地元の工芸品や特産品の紹介、さらに生活の中での

使い方の提示等、既存ブランドを活用した観光産業施設での情報発信サービスを進める。 

・また、製造業をはじめとした市内他業種の企業ブランド等との組み合わせにより、佐賀市のイメージ

を売り出すことで、異なるターゲット向けに新たな魅力の発信を進める。 

ブランド： 
ある製品をほかの製品から区別するために付与される文字、図形、記号、音声、色彩などを組み合わせた
もの。ブランドは、顧客が製品を識別する目印となることが主要な役割であるが、高級な商品のブランド
の場合は、他者にステイタスを誇示する働きもある。このためにブランドのロゴタイプ（logotype ブラ
ンドらしさがデザインされたマーク）の付いた紙袋などは購買時以外にも消費者に活用される場合があ
る。一つのブランドに愛着を強くもつことをブランド・ロイヤルティ（brand loyalty）といい、この心境
の消費者は同一ブランドの反復購買を行う。 
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・既存農作物や伝統工芸、あるいは工業生産などで培われているブランドの力を効果的に活用するため

に、ブランドの連携を進めるためのコーディネート機能、情報発信活動を高めることによって、ブラ

ンドの組み合わせによる相乗効果を期待する。 

・各地域資源、観光拠点における相互連携、効果的な情報発信の連携により、地域ブランドの相乗的な

魅力を打ち出す仕組みづくりを進め、観光関連産業から他産業への波及、あるいは他産業のブランド

活用による観光関連産業への波及など、相互にメリットがもたらされる仕組みが求められる。 
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（２）観光ルートの考え方と整備の方向 

１）移動の機能 
○観光交通の基幹ルートの設定 

・北部九州地域の基幹となる道路交通軸を佐賀市の観光交通の基幹ルートと位置づけ、速く・安全に・

快適に移動できる機能の向上を図る。 
・長崎自動車道、国道 34 号、263 号、208 号、323 号、有明海沿岸道路（計画中）等を基幹ルートとし

て位置づけ、福岡都市圏と佐賀県西部や長崎県との間の流動人口を佐賀市に吸引し、地域内を回遊し

やすい環境の整備を進める。 

○ “北部（やま）”、“南部（まち・うみ）”に分け、ゾーン毎の特色を打ち出す 

・福岡都市圏から三瀬村へ流入する観光客を、中心部以南にまで呼び込むルートづくりや、中心部への

入り込み客を北部、南部へ呼び込むルートづくりを進める。 
・そのためには、各地域の特色を打ち出すことが必要であり、「やまのゾーン」、「まち・うみのゾーン」

の有する資源・サービスによる地域イメージと情報を発信していくことが求められる。 
・例えば、まちのゾーンでは、女性の視点を入れた城下町巡りのルート開発などを進める際に、ゾーン

の中でイメージ・デザインの統一を図り、ゾーン別にイメージを浮き出させることも考えられる。 
 

 モデルルート図 

“やま”のゾーン 

基幹ルート 

“まち・うみ”のゾーン 
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○ルート情報の発信、サインの整備・充実 

・市外から来訪する人々に対して、地域を周遊してもらうための仕掛けづくりを進める。その基盤とな

るのが、市の境界、基幹ルート分岐点での行先案内サインである。また、個人で動く外国人はまだ少

ないものの、福岡方面や長崎方面から団体で移動してくる外国人客が今後は増加していくことも予想

されるため、これら来訪客にも対応した外国語併記のサイン整備を進める。 

・移動をサポートする情報提供として、分かりやすさを追求し、自分の位置や目的地の方向を確認しや

すいデザイン・材料の統一によるサインの整備を検討する。 

・集客力のある施設や、支所など地域の拠点となる施設、交通の要衝にあたる場所等において、地域情

報を集約・整理し、分かりやすい、手に取りやすい形で配置した、地域情報発信の拠点づくりを進め

る。 

 
２）意味の機能 
○観光客が自分らしさを表現できるルートの提案 

・観光客のニーズによって、“自分らしさを表現できる観光”ができる道や行先の情報発信を積極的に

進めていく。 
・観光客の多様なニーズによるルート（「ふれあう・交流する」「新しい生活体験を知る」「癒し・ゆっ

くりする」「自分を試す」「つくる文化に触れる」「温泉・健康」「長崎街道・城下町を一日かけて辿る」

「女性向けの城下町を巡る」「自然・体験」「スローライフ」「スローフード」「えびす」「徐福」等々）

を想定し、ルートを紹介するだけでなく、地元体験の口コミ情報や地元の人から情報を得られるなど、

地域をつないでいく情報のネットワークづくりを進める。 
 

 
 
 
 
 
 

自分らしさ発見ルートの考え

 

基幹ルート 
→観光交通の動脈 
→地図に載せ、ルート案内板を用意する 

自分らしさを表現できる道 
→観光客や地域の人が知り合いになれる

 

補助ルート 

自分らしさを表現できる場所 
 

隠れた観光ルート 
→雑誌などに特集される 
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○国の施策 

・公共交通事業者等による案内情報の提供に関して、平成 18 年 4 月の「外客誘致法等の一部改正法」

の施行により、国土交通大臣が指定した区間については、外国語等による案内情報の提供が公共交通

事業者等に義務付けられた。また、外国語等による案内情報の提供のためのガイドラインの策定が進

められている。 

・観光活性化標識のガイドラインでは、道路、河川、公園、交通機関、観光施設、自然公園施設等に設

置されている案内標識の外国語等の標記方法や計画・設置等の基本的考え方が定められている。 

・「観光活性化標識ガイドライン」に沿った整備計画が全国 3箇所で策定されている。 

・IT を活用した多言語での観光案内のため、観光情報を多言語で取得できる「電子タグ等の発信機」や

「携帯端末によるユビキタス・ネットワーク技術」等を活用した観光案内システムの検討が進められ

ている。 

 

（３）観光産業の振興へ向けた施策 

１）観光事業者（宿泊産業・飲食業等） 
○佐賀市にまた来たくなるもてなしの提供、佐賀市のファンづくり 

・宿泊業における泊食分離型料金システムの導入など、観光客の様々なニーズに対応し、旅行の形態に

合わせたサービスを提供することによる、もてなし向上のための商品の革新を進める。 

・地域の食事処、土産店の紹介など、宿泊場所を起点として、地域のお勧め情報を提供することにより、

施設だけでなく佐賀市のファンづくりを進める。 
・施設を活用した地域商品の提供のため、ホテル・旅館等で地域の特産品の見せ方・使い方の現場での

習得を進め、観光客への情報提供の質を高めていく。 
・店員の笑顔、立ち振る舞いや、言葉遣いなど、観光客がまた来たくなるようなもてなしを提供できる

ような従業員教育を行う。 

○佐賀市の歴史・文化を活かした物語・蘊蓄のある観光商品づくり 

・シュガーロードの歴史、売茶翁の歴史などを、物語性と地域の文化を一体とする商品開発を進め、全

国レベルの観光商品へ展開する。（お茶、焼き物、和菓子の３点セット商品開発等） 

・市街地のえびすを取り巻く地域活動を諸富・大和・富士・三瀬へと展開し、佐賀市全体のえびす像の

情報収集・発掘を行う。それぞれの地域の歴史とえびす像とのつながりを紐解き、物語性を付加する

など、商品開発を進める。 

○温泉を活かしたくつろぎ・癒しの空間づくり 

・温泉地のサービス向上や保養地としてのイメージ向上、温泉周辺の観光資源の磨き上げにより、癒し・

健康のニーズを満たし、くつろぎながら滞在できる空間の整備を進める。 

・古湯・熊の川温泉の、肌に良いと言われる泉質や、文豪に愛された湯など、佐賀の温泉にまつわる物

語の積極的な掘り出しとＰＲを行う。 
○自然・農水産資源を生かしたグリーンツーリズム観光商品の開発 

・佐賀市の自然や農林水産資源等の魅力を生かした商品開発として、自然・農水産物によるスローライ

フ、スローフードの体験や、農水産物の生産体験、あるいは、地域が大事にしている食材を生かした

商品開発、自家製のモノ、とっておきの食材等の生産現場の体験など、地域限定の隠れたブランドを

生かし、これらをセットとしたグリーンツーリズムの商品開発を進める。 
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２）観光施設 
○佐賀市観光の核となる集客力の高い施設において、地域の観光情報を提供し、観光交流の拠点機能を

高める 

・佐賀市の特産品に触れる場を集客施設に設置することによって、商品情報の発信を進め、生産現場へ

の客の導入や体験サービスなどの提供を進める。 

・とくに、佐賀城本丸歴史館やそよかぜ館など、集客力ある施設を生かし、利用客に対するサービスの

向上、イメージの向上のために、佐賀の農水産物・特産品等に触れることができる機会をつくる。 

・常に新鮮な情報、観光客へのおすすめ情報を提供することによって、地域資源との連携、相乗効果が

期待される。これらの情報受発信のための施設間の横の連携システムづくりを進める。 
○アウトドアスポーツ・レジャー観光商品開発の推進 

・北部地域の山地、水面を生かしたアウトドアスポーツの商品開発を進め、イベント開催時におけるア

フターツアー、若者や健康志向の観光客向けの観光商品開発を進め、佐賀市の遊びの選択肢の拡大に

より滞在時間の拡大を図る。 
 
３）物産開発 
○女性をターゲットに、和・本物の魅力を活かした商品づくり・売り方の提案 

・佐賀市のイメージを既に形成している和菓子、鍋島鍛通、佐賀錦などを生かして、「和のイメージ」

を持つ商品の開発、また、季節の旬や、女性の知的な部分をくすぐるモノやコトなどの物語性のある

商品開発を進める。 

・「お取り寄せ」や限定モノにより、商品のイメージアップを図り、個々の消費者の心をつかむ売り方

を検討・実施を進める。 

・地域限定、期間限定、常連さん限定など、消費者の購買欲をくすぐる売り方や、地域ブランド食材を

メインに据え、その効果によって地元産品の購買を拡大するなど、「こだわり」をくすぐる売り方の

検討を進める。さらに、当然のことながら素材そのものは地元の本物を使用し、信頼を裏切らないこ

とが重要である。 

・資源間の連携、魅力的なブランドを組み合わせた売り方として、佐賀市のイメージ（例えば「えびす」

等）を生かし、おすすめ佐賀食材のＰＲを行うことも考えられる。 

○生産の現場・ものづくりの現場を生かし「つくる」をテーマにした観光商品開発 

・佐賀市の本物の味、海・山・田畑の旬の味を生かした加工品等の生産現場を直接訪れる機会を増やし、

生産の現場をサービスとして提供する新しい商品開発を進める。（例えば海苔づくり体験、どぶろく・

酒づくり体験等） 

・また、農水産以外の地場のモノづくり産業を活用した体験の場を提供し、各種製造現場の見学、試作

等の商品開発を進める。 

（例えば体験工房・諸富での木工体験、名尾和紙・肥前びーどろなど、伝統工芸品づくりの体験、菓子

製造、食品製造等生産現場の見学等） 

・佐賀市のものづくり、生活の基盤である自然を見るツアーやふれあいのイベントを検討する。 

（例えば佐賀の自然・歴史を感じる、癒しの２泊３日のツアー、佐賀の田畑の四季の色を見るツアー等） 

 
 
 



 

24

４）イベント 
佐賀市の地域の魅力、特産品、歴史文化を活かした新たなイベントの企画、既存のイベントの充実に

よって、集客力の増加を進め、佐賀市への来訪機会の拡大を進める。 

○佐賀市民が合併した新市の魅力を確認し、同時に福岡都市圏住民も楽しめるイベントの企画 

・佐賀市内の季節毎のうみ・やま・まちの自慢の品や、各地域の特産品を持ち寄り、合併したことを市

民自らで確認する新たなイベントを企画し、各地域の企業・事業者も含めて製品・特産品を持ち寄っ

たイベントなどの開催を検討する。 

・地域の人々が楽しむ機会を作ることにより、口コミ情報やネット情報での発信が増加し、佐賀市のイ

メージ形成へ寄与することが期待される。 

○地域の歴史・文化を活かした新たなイベントの企画 

・佐賀市の茶の文化活動を活かし、着物の着付け、売茶翁の歴史、お茶、焼き物、お菓子を絡めた新し

いイベントを検討する。 

・また、佐賀市のイメージの一つである「お菓子」の歴史と伝統を活かし、お菓子の文化を学ぶことが

できる物産展、佐賀県内のスイーツを集めた市、シュガーロードにまつわる物産展などの検討を進め

る。 

・佐賀市の物作りの歴史の実演・体験イベントとして、佐賀錦、名尾和紙、鍋島緞通などの情報発信、

「佐賀の匠ここにあり」というような体験イベントを検討する。 

・“えびす”や“がばいばあちゃん”など歴史と生活のイメージキャラクターを活かしたイベントの検

討を進める。（例えば毎回テーマを決めた“えびす市”、全国の“がばいばあちゃんサミット”、“もっ

たいない”ばあちゃんの知恵をテーマにしたイベント等） 
○既存のイベントの集客力を拡大 

・バルーンフェスタ、佐賀城下ひなまつり等を地域で盛り上げることによって、来訪者の拡大を進める。 

（例えばお姫様気分を味わえる体験イベント、各地域の自慢の雛人形の公開、麦秋の時期のバルーンか

ら田園を見るイベント、本丸歴史館周辺のライトアップによるウォークラリー等） 

・また、佐賀城下ひなまつり・バルーンフェスタなど、集客力のあるイベント期間中において、市内の

観光資源の情報発信を行い、様々なイベントを掛け合わせるなど、来訪者に市内を広く回遊してもら

うための仕掛けをつくる。 

・既存イベントの活用と同時に、成果の達成できていないイベントの見直しを進め、イベントの相乗効

果を生むための開催時期の調整などの検討を進める。 

 
５）情報提供 
多様な観光客の志向に応じたルートや資源情報の提供と、それらの組み合わせた情報を提供し、観光

客を地域で“つなぐ”仕組みづくりが必要である。 
○生活情報や観光情報など、テーマ性のある情報の提供と情報空間の整備 

・情報掲載のパンフレットや地元の人による観光情報を、情報拠点で得るだけでなく、次のスポットに

行く案内のシステムづくりを進める。 
・市内の各支所や交流施設、人が集まる施設において、地域内の情報を提供し、さらに地元の人が信頼

するネットワークを活用した情報提供の仕組みづくりを進める。 
・提供する情報は、場所だけでなく、何が体験できるかという内容をはじめ、佐賀錦、名尾和紙、鍋島

緞通などの、ものづくり体験の情報、人の情報も含めたマップの作成を検討する。 
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・さらに、物販、飲食店などの商品やメニューも掲載されたお得情報等、女性好みの情報とクーポンな

どのマップの作成を検討する。 
○ＩＴを活用した情報提供・発信の仕組みづくり 
・インターネット上で、佐賀の観光情報を入手し、様々な企業・団体との相互リンクを活用できるウェ

ブサイトの整備、ネット経由で口コミ情報を入手するための仕組みづくりを行う。 

・佐賀のイベント情報・旬の食材などといった観光情報を佐賀のファン・佐賀出身者や、佐賀に興味関

心のある人に提供するだけでなく、佐賀市内の観光事業者が観光客をもてなすための情報を入手でき

るための情報提供・発信のシステムを作成する。 

 
○知る人ぞ知る地元情報の発信 
・地域を知らない来訪者に対する地域情報として、地域に入って初めて知れる地元のおすすめ情報を提

供するなど、知る人ぞ知る美味しい店の紹介、本物の紹介が可能な地元の情報ネットワークづくりを

進める。 
・知る人ぞ知る店の口コミ紹介など、地域に入ることで地元のおすすめ情報を徐々に知るプロモーショ

ンを進め、地元に入ってきた人に地元の情報を提供、さらに次の観光地へとつないでいく仕組みづく

りを進める。 
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４．ホスピタリティと人々の交流 
（１）観光産業のホスピタリティ向上 

○自然と笑顔・挨拶が出るような、もてなしの意識を醸成 
・佐賀市民は、アピールが下手、表情を出すのが苦手で、無愛想・もてなしの意識が低いと受け止めら

れることがある。しかし、佐賀市民を深く知ると、とても温かい人情や、もてなしの心がある。そこ

で、市民が初対面の観光客に対して笑顔で挨拶・言葉を交わす意識を醸成し、もてなしのセンスを磨

くことが必要である。 
・そのため、普段の生活・仕事からにじみ出るもてなし・観光客と対した際に、自然と挨拶・笑顔が出

るようなもてなしの醸成のために、子どものしつけや小学校の教育などで、もてなしの基本的な意識

を共有する。 
○観光産業全体のもてなしの環境向上・人材育成 
・商品を販売するスタッフが自社の商品を説明できるための、従業員教育の充実や、事業者が紹介でき

る観光資源を増やすために、地域の生産者や職人のネットワーク構築を行う。 
○市民の感受性やセンスを磨き、もてなしを習得するための場づくり 
・市民が本物を見る目を養い、感受性やセンスを身につけるために、見せ方を研究する場や、先進事例

を体験・学習する機会をつくる。また、もてなしの心を体験によって養うために、小さいイベント・

地域のイベントなど、具体的に動きながら、現場でもてなしのトレーニングを実施する。もてなしの

トレーニングに加え、お互いの持っているモノの良さを知るために、地元の資源・特産品等を持ち寄

り見せ合う・自慢し合う場をつくる。 
○地域の情報をつなぎ、地域全体で観光客を迎える体制づくり 
・地域に入ってきた観光客に、地元の人が知る人ぞ知る店を、口コミで紹介してもらうことは、観光客

にとっては信頼できる情報であり、情報を提供することがもてなしにつながる。地元のおすすめ情報

を得ながら、つぎの観光地へとつないでいく仕組みをつくる。 
○先陣を切って活動する人をフォローする体制づくり 
・先陣を切って新たな取り組みを行う人・団体の成功を眺めて待つのではなく、行政や地域全体で活動

をフォローし、サポートする体制づくりや、新たなチャレンジをしやすい環境づくりを行う。 
・また、行政が中心となって、佐賀のものをネットワーク・コーディネートし、市外の人に紹介する仕

組みづくりや、市民が観光振興の様々なアクションを継続できるための支援の拡充を行う。 
 
（２）“佐賀市大好き人間”の拡大と潜在需要の形成 

○佐賀市のなじみ客づくりの支援と、情報プラットフォームの整備 
・地域全体で常連さんを確保する仕組みづくりとして、佐賀市の常連さん向けのイベントや、特産品の

オーナー制度などを活用し、客・サービスという関係を超え、心の繋がったサポーターづくりを行う。 
・また、地域のイベントにおいて他のイベントの告知を行うこと等によって、佐賀市のリピーターを積

極的に確保するとともに、ニュースレター・ふれあいイベント開催など、なじみ客づくりを支援する

事業を行う。 
○消費者と生産者の交流の場づくり 
・農業体験、生産現場の視察・見学等の実施など、消費者が生産者の人柄と商品に親しみを感じること

ができる場づくりを行うとともに、生産者から、商品をつくる際の苦労・愛着等を直接聞くことで、

佐賀市の商品のファンになってもらう機会をつくる。 
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（３）交流による新しい観光の創造 

１）観光のもう一つの意義 
○観光客との交流による賑わいの創出 
・観光客と地元の人がふれあうことで賑わいが生まれ、その賑わいを地元の人が楽しむことで、さらに

外から人が集まるといった、賑わいと交流の好循環が期待される。また、観光産業が持っているもて

なしのノウハウ・ホスピタリティを交流事業に活かすことで、新たな観光資源をつくることが可能に

なる。 
 
２）少子高齢化へ対応した“ふれあい”の向上と交流の促進 
○ふれあいの向上・交流機能の強化により、観光客の増加を図る 
・今後、少子・高齢化社会が一段と進み、高齢者福祉・介護等の問題もさらに拡大することが予想され

るなか、もてなしを観光産業のホスピタリティとして活かし、子どもたちや高齢者とのふれあいを創

出することで、長期的には、老いても人々が仲良く楽しく交流しているまちづくりや、福祉サービス

が充実したまちづくりが可能になる。これらを実現することで、少子・高齢化社会に対応したまちづ

くりの方向性の参考として、外から人々が訪れるような観光地に成り得る。 
 
３）佐賀県の交流の中心機能の向上 
○交流する個人や団体の活動を支援 
・佐賀市は佐賀県の交流の中心地であり、佐賀市の持つ交流機能をさらに向上するために、行政や関係

団体の持つ情報を活用し、地域のネットワークづくりや交流活動を支援するとともに、市民に対して

地域活動・市民活動に対する支援制度の情報提供を行うことが求められる。 



 

28

５．アクションプランと推進体制 
佐賀市観光振興戦略プランでは、平成 19 年度以降３年程度で取り組むべきものを 17 のアクション

プランとして取りまとめ、アクションプラン毎に取り組み時期、取り組む主体を決定した。なお、そ

のうち３つのアクションプランについては、平成 18 年度から先行して実行することにした。 

また、今後各アクションプランを着実に実行に移していくための推進体制づくりを決定した。 

 

（１）アクションプラン 

１）アクションプラン一覧 

１．佐賀市のイメージを表現するキャッチフレーズ・キャラクターの作成 

２．福岡都市圏を対象にしたメディアの活用による情報発信 

３．観光情報をまとめたポータルサイト構築 

４．観光情報を発信するメーリングシステム構築 

５．物語・蘊蓄を活かした商品開発 

６．自然・農水産物を活かしたグリーン・ツーリズムの観光商品開発 

７．アウトドアスポーツ・レジャー観光商品開発 

８．“つくる”をテーマにした体験型商品開発 

９．女性の視点を生かした“和”のまちづくり 

10．佐賀市の歴史・文化を活かした魅力あるイベントづくり 

11．“私だけのルート”を楽しめるマップ・ガイドブック作成 

12．観光交通の基幹ルート機能の拡充 

13．もてなし人材育成のための勉強会開催 

14．地域の観光情報共有化のためのメーリングシステム構築 

15．もてなしの環境づくり 

16．現場でのもてなし研修の実施 

17．佐賀市のなじみ客づくり 

 

※アクションプラン詳細の読み方 

 

１．アクションプラン名 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H18 

○ 

H19 

 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

アクションプラン作成の背景・概要を書いています 

＜具体的メニュー＞ 

アクションプランを進めていく上での具体的な進め方を書いています 

 

 

“特に中心となって取

り組む主体”に○をつけ

ています 
取組を行う年度に○をつ

け、矢印は取組を継続する

期間をあらわします 
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２）アクションプラン詳細 

１．佐賀市のイメージを表現するキャッチフレーズ・キャラクターの作成 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H18 

○ 

H19 

 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

更新 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

「佐賀市に何があるのかわからない」、「イメージがない」という課題を解決するために、「佐賀市と

いえば」というイメージをつくり、心理的な距離間をなくすことが必要。そのために、佐賀市観光のイ

メージを表現するキャッチフレーズ・キーワードを作成する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①キャッチフレーズ・キャラクターを考える研究会の設置 

・観光協会が主体となり、事業者・有識者・デザイナー・コピーライター等が参加する研究会設置

 

②平成 18 年度のバルーンフェスタ等でキャッチフレーズを公募 

・バルーンフェスタに訪れた観光客をはじめとして、キャッチフレーズの公募を実施 
・企画・宣伝部会で出された案や、公募で寄せられた案を参考にしながら、キャッチフレーズを作

成 

 

③研究会での検討テーマ（案） 

・キャッチフレーズには、「佐賀市」という言葉を盛り込む 

・佐賀の方言を活用 

・表現したいテーマやゾーン、選択するメディアによってキャッチフレーズを作成 

・佐賀市全体を表すメインキーワードと、「やま」「まち・うみ」など、ゾーン別のサブキーワード

を設定 

・えびすの「幸せ」「運がいい」というイメージ、がばいばあちゃんの「かしこい」「もったいない

という心」のイメージを活用 

・キャッチフレーズ作成後、キャラクター作成について検討 

 

④平成 18 年度佐賀城下ひなまつりから、キャッチフレーズを使用 

・研究会で作成されたキャッチフレーズを、平成 18 年度佐賀城下ひなまつりから使用 

 

⑤キャッチフレーズ・キャラクターの更新 

・概ね３年後以降を目処に、キャッチフレーズ・キャラクターを更新 
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２．福岡都市圏を対象にしたメディアの活用による情報発信 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

福岡市と隣接するという立地特性を活かし、当面は福岡都市圏にターゲットを絞って佐賀市の観光情

報を発信し、観光客を呼び込む。また、福岡都市圏住民の中でも、お金・時間に余裕のある中高年や、

センスの良い女性に向けて重点的にＰＲするとともに、各情報発信媒体毎のターゲットにピンポイント

で発信する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①観光情報発信の体制づくり 

・観光協会・事業者・有識者等から構成されるチームで、情報発信の内容を検討 

 

②検討テーマ（案） 

・センス・時間・財力がある中高年・女性をターゲットに設定し、情報発信 

→主なターゲットは 40～50 代・女性に設定しながら、その前後の年代へも対応 

→少子高齢化社会の中、高齢者や、今後退職する団塊の世代もターゲットに設定 
→「じゃらん」「九州ウォーカー」のように、多くの人が読む雑誌の購読者と、「婦人画報」「Ｃ

ＲＥＡ（クレア）」「一個人（いっこじん）」のように、こだわりのライフスタイルに憧れる人

が読む雑誌の読者の両方に広報 
・生活情報・観光情報を入手する際参考にするメディアの選択による、ピンポイントの情報の提供

→佐賀にゆかりのある方のネットワークを利用し、佐賀市の取材を依頼 

→「リビング福岡」「るり色通信」等福岡都市圏住民を対象とした情報誌・フリーペーパー等への

記事広告提供 

→佐賀市の魅力・ブランドイメージ向上のため、こだわりのメディア・ハイセンスな雑誌による

佐賀観光の情報発信 

 

③佐賀市の観光情報の発信 

・観光協会等が各メディアへ佐賀市の観光情報を随時提供 
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３．観光情報をまとめたポータルサイト構築 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

インターネット上における、佐賀市の観光情報の玄関口を整備、ネット経由の口コミ情報入手の仕組

みづくりのために、季節・テーマ毎の観光情報を入手でき、各施設・店舗や企業等のホームページとも

リンクしたポータルサイトを構築する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①ポータルサイトの構築・運営主体の検討 

・観光協会を主体として、民間企業・NPO にサイト構築を依頼 

 

②検討テーマ（案） 

・サイトに盛り込む観光資源・店舗等の情報を整理 

・ネット上で佐賀市民や佐賀に旅行したことがある人がおすすめの情報を書き込んだり、質問に答

えるような、口コミ情報提供の仕組みづくり 

・ネット上で佐賀の商品のファンや、同じ趣味を持った人がコミュニティをつくり、交流すること

ができるための仕組みづくり 
・地域の歴史・文化とともに、付近の飲食店・駐車場など、幅広い情報を得ることができるシステ

ムづくり 

・最新のイベント情報・季節毎の観光情報を入手し、更新できるシステム・体制づくり 

・佐賀県観光連盟ホームページ等、アクセス数の多いホームページ等との相互リンク作成 

・外国語にも対応したシステムの検討 

 

③ポータルサイトの運営・更新 

・定期的に観光情報・リンク先を更新し、常に最新の観光情報を提供できる体制づくり 
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４．観光情報を発信するメーリングシステム構築 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

佐賀のイベント情報・旬の食材などといった観光情報を佐賀のファン・佐賀出身者や、佐賀に興味関

心のある人に提供するためのメーリングリストを作成する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①メーリングリストの作成・運営主体の検討 

・観光協会を主体として、民間企業・NPO にメーリングリスト作成を依頼 

・アクションプラン 14（事業者向けのメーリングリスト）と同時に開発 

 

②検討テーマ（案） 

・佐賀観光情報のポータルサイトや、観光関連業者のサイトへのリンクも記載したメール作成 

・メーリングリストのメンバー増加・佐賀のファンを拡大するための企画づくり 

→観光情報だけでなく、“お役立ち情報”や、“佐賀の蘊蓄”など、興味を引くトピックス等を盛

り込む 

 

③メーリングリストの運営・更新 

・定期的に発行できる体制づくり 

・情報発信のネットワークを順次拡大 
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５．物語・蘊蓄を活かした商品開発 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H18 

○ 

H19 

 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

佐賀市は、古墳時代の遺跡にはじまり、鍋島家や七賢人にちなんだ歴史遺産が多数存在する歴史のま

ちであり、その中で培われた、えびす様・お菓子・お茶などの文化がある。これら、佐賀の全国に誇れ

る歴史や文化を活用した観光商品開発を行う。 

＜具体的メニュー＞ 

①プレアクション実行のための研究会の立ち上げ 

・平成 18 年度中にプレアクションを実行するための体制をつくる 

 

②平成 18 年度ひなまつりにおいて、企画の試行 

・参加する事業者・市民を募り、売茶翁の歴史を活かした企画を実行 

 

③佐賀市の物語・蘊蓄を活かした商品開発の研究会立ち上げ 

・平成 18 年度の結果の分析を踏まえ、平成 19 年度以降に具体的な商品開発を行う研究会を立ち上

げ 

・合併した各地域の観光資源の発掘・再評価や、地域に残る物語・蘊蓄の掘り起こしを行う 

 

④研究会での検討テーマ（案） 

・シュガーロードの歴史・お菓子の文化を活かした観光商品開発 

→県内のスイーツを集め、佐賀のお菓子の文化を学ぶことができる物産展 

・茶の文化・売茶翁の歴史を生かした観光商品開発 

→お茶、焼き物、和菓子の３点セットのイベント・商品開発 

→着物を着せてくれて、茶会に出るイベント 

・キャラクターを活かしたイベントの企画 

→毎回テーマを決めた“えびす市” 

→“もったいない”など、がばいばあちゃんの知恵をテーマにしたイベント 

・佐賀の田畑の四季（色の変化）を見るツアー 

 

⑤企画の実行 

・参加する事業者・市民を募り、企画を実行 

 

⑥成果のチェック 

・定期的に、研究会の実績・実行された企画の成果をチェック 
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６．自然・農水産物を活かしたグリーン・ツーリズムの観光商品開発 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

近年、スローライフ・スローフードブーム、ロハス等、自然・健康・食の安全への意識の高まりや、

多忙な現代人のストレスを解消する“癒し”をコンセプトにした商品開発が求められている。この流れ

を受け、佐賀の森林や水辺空間といった豊かな自然環境や、そこでつくられる農水産物を活かしたグリ

ーン・ツーリズムを推進する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①グリーン・ツーリズム商品開発の研究会立ち上げ 

・観光協会・事業者（農家等）が参加し、グリーン・ツーリズムをテーマにした観光商品を開発す

る研究会を設置 

・スローフード佐賀三瀬村など、グリーン・ツーリズムに関連した活動を行っている方・興味を持

っている方等を母体とした組織づくり 

 

②研究会での検討テーマ（案） 

・佐賀市の農水産物・山菜等によるスローフードのメニュー開発 

・自家製のモノ、とっておきの食材、こだわりの卵、採れたての野菜を活用した商品開発 

・地域限定ブランドのセット商品開発 

・佐賀市の自然・歴史を感じる、癒しの２泊３日のツアー実施 

 

③企画の実行 

・参加する事業者・団体・市民を募り、企画を実行 

 

④成果のチェック 

・定期的に、研究会の実績・実行された企画の成果をチェック 
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７．アウトドアスポーツ・レジャー観光商品開発 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

 

H20 

○ 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

山林の緑・海・川・北山湖・嘉瀬川ダムなどの自然や、天山スキー場・ゴルフ場等の施設を利用した

健康づくりを楽しむことができるように、アウトドアスポーツ・レジャーの観光商品開発を進める。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①アウトドアスポーツ・レジャー商品開発の研究会立ち上げ 

・観光協会・事業者等が中心となって、アウトドアスポーツ・レジャーの観光商品開発を開発する

研究会を立ち上げ 

 

②研究会での検討テーマ（案） 

・アウトドアスポーツ・レジャー観光の資源を整理し、資源利用の方向性を検討 

・フィッシング・カヌーといった水上スポーツや、ウォーキング・トレッキング・サイクリングな

ど、自然を利用した健康づくりのメニュー開発 

 

③企画の実行 

・参加する事業者・団体・市民を募り、企画を実行 

 

④成果のチェック 

・定期的に、研究会の実績・実行された企画の成果をチェック 
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８．“つくる”をテーマにした体験型商品開発 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

 

H20 

○ 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

生産者と消費者が直接ふれあうことで、生産者がやりがいを感じ、モチベーションを上げることがで

きる。また、消費者も、生産者の顔が見えるという安心感や、商品づくりにかかる手間などの情報を得

ることができる。そこで、農産物や海苔、伝統工芸品など、佐賀市の“つくる”文化の現場に触れるこ

とができる、ふれあい・体験型観光商品を開発する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①“つくる”をテーマにした体験型商品開発の研究会立ち上げ 

・観光協会・事業者（生産者）等がメンバーとなり、ふれあい・体験型観光商品を開発する研究会

設置 

 

②研究会での検討テーマ（案） 

・佐賀市の歴史・文化を活かした実演・体験イベントの企画 

→佐賀錦、名尾和紙、鍋島緞通などの情報をまとめ、「佐賀市の匠ここにあり」といった実演・

体験イベント 

・地場のモノづくり産業を活用した体験型商品開発 

→体験工房・クラフトパークなど、木工体験 

→名尾和紙・肥前びーどろなど、伝統工芸品づくりの体験 

・佐賀市の本物の味、海・山・田畑の旬の味を生かした加工品等の体験型商品開発 

→海苔づくり体験 

→どぶろく・酒づくり体験 

 

③企画の実行 

・参加する事業者・団体・市民を募り、企画を実行 

 

④成果のチェック 

・定期的に、研究会の実績・実行された企画の成果をチェック 
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９．女性の視点を生かした“和”のまちづくり 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

○ 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

これからの佐賀市の観光は、男性に比べてお金・時間に余裕があり、センスの良い女性をターゲット

にしていくが、佐賀市には名尾和紙・鍋島緞通・佐賀錦・肥前びーどろといった伝統工芸品や、水と緑

に囲まれた城下町の町並みなど、女性を引きつける“和”の魅力を持った観光資源が多数存在している。

そこで、これらの観光資源の見せ方の向上や、女性好みのデザインの検討を行い、女性が訪れたいと思

う“和”の魅力を持つまちづくりを行う。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①“和”のデザイン・まちづくりの勉強会立ち上げ 

・観光協会が事務局となり、市民・事業者等が参加する、女性向けのデザイン・まちづくりの勉強

会開催 

・勉強会のテーマによって、まちづくりの専門家・デザイナーなどに講師を依頼 

 

②勉強会での検討テーマ（案） 

・女性が好む知的な品の良さ・お洒落なデザインを打ち出した観光商品開発 

→和菓子、鍋島鍛通、佐賀錦など、和のイメージ、旬を活かした商品開発 

・女性好みのデザインによる風景づくり 

→城下のお濠周辺整備により、歩いて楽しめる環境づくり 

→和紙を使ったライトアップ・建物のライトアップなど、女性向けのまちを演出 

 

③企画の実行 

・参加する事業者・市民を募り、企画を実行 

 

④成果のチェック 

・定期的に、勉強会の実績や、実行された企画の成果をチェック 
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10．佐賀市の歴史・文化を活かした魅力あるイベントづくり 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

佐賀市の既存イベントの整理や、集客力の増加を狙うとともに、市の観光資源を活用した新たなイベ

ントの企画を行う。また、市民主体でイベントを運営することで、市民が観光資源を再認識し、交流・

もてなしのノウハウを得る機会とする。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①行政が主導するイベントの充実と、市民が主体となってイベントを企画・運営する体制づくり 

・市や観光協会が主体となって、既存のイベントの充実・整理を行う体制づくり 

・アイデア・ノウハウを持った民間団体・NPO・市民等がイベントを運営・企画する仕組みづくり

 

②検討テーマ（案） 

・新たなイベントの企画 

→佐賀市の歴史・文化を活かしたイベントの企画 

→実演・体験イベントの企画 

→各地域の特産品を持ち寄った新たなイベント 

→既存の施設を活かしたイベントの企画 

→本丸歴史館周辺のライトアップによるウォークラリー 

→季節毎のうみ・やま・まちの特産品を持ち寄り、合併したことを確認できる新たなイベント 

→各地域の企業・事業者が製品・特産品を持ち寄った“企業フェスティバル” 

・バルーンフェスタ・佐賀城下ひなまつりの盛り上げ・集客力増加 

→お姫様気分を味わえる体験イベント 

→各地域の自慢の雛人形を公開 

→麦秋の時期に、バルーンから田園を見るイベント 

→佐賀城下ひなまつり・バルーンフェスタ期間中の佐賀市の街中と周辺地域を結ぶバス増便 

 

③企画の実行 

・参加する事業者・市民を募り、企画を実行 

・市民が交流・もてなしのノウハウを蓄積する 

 

④成果のチェック 

・成果の達成できていないイベントの整理と、各イベントの相乗効果を生むための開催時期の調整
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11．“私だけのルート”を楽しめるマップ・ガイドブック作成 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

更新 

市民 

 

○ 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

観光客が佐賀市に来て、目的地となる観光スポットを選択しながら、自分の旅のテーマを実現できる

ために、地元の観光情報・体験できるメニューなどが載ったマップ・ガイドブックを作成する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①マップ・ガイドブック作成主体の検討 

・観光協会・観光関連事業者・デザイナー・地元に詳しい市民等がチームを組んで作成 

 

②検討テーマ（案） 

・観光客が佐賀市に求める“旅のテーマ”の整理 

→「ふれあう・交流する」「新しい生活体験を知る」「癒し・ゆっくりする」「自分を試す」「つ

くる文化に触れる」「温泉・健康」「長崎街道・城下町を一日かけて辿る」「女性向けの城下

町を巡る」「自然・体験」「スローライフ」「スローフード」「えびす」「徐福」等々 

・佐賀錦、名尾和紙、鍋島緞通などの、ものづくりを体験できる情報をまとめたマップ作成 

・飲食店の簡単なメニューをマップ上で紹介 

・手書き風のマップ作成 

・地元の人がおすすめする観光資源・飲食店等を紹介するガイドブックの作成 

 

③マップ・ガイドブックの更新 

・定期的に、内容を更新 
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12．観光交通の基幹ルート機能の拡充 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

観光客に対して、地域を周遊してもらうための仕掛けとして、市の境界、基幹ルート分岐点での行先

案内サインの機能を充実させる必要があるため、移動をサポートする情報提供として、分かりやすさを

追求し、位置や目的地の方向を確認しやすいデザイン・材料の統一によるサインを整備する。 

集客力のある施設や、支所など地域の拠点となる施設、交通の要衝にあたる場所等において、地域情

報を集約・整理した、地域情報発信の拠点づくりを進める。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①ルート・サイン研究会の立ち上げ 

・観光協会・観光関連事業者・行政・デザイナー等で研究会を立ち上げ 

 

②研究会での検討テーマ（案） 

・ゾーン毎に統一したサインのイメージ・デザインを検討 

・外国人にも対応したサインの表記を検討 

・観光交通の基幹ルートを、速く・安全・快適に移動できるための機能を検討 

・地域情報発信拠点の選定、情報発信方法・レイアウト等の検討 

 

③サイン・ルートの整備 

・市境や、基幹ルート分岐点での行先案内サインの整備 

・行政が主体となり、観光交通の基幹ルート機能を向上 

→国道 263 号、207 号、有明海沿岸道路（計画済）等の地域幹線を観光交通の基幹ルートとして

整備 

 

④地域情報発信拠点の整備 

・観光・交通・交流の拠点を、地域情報発信の拠点として位置づけ 

・地域情報発信の拠点において、目に付きやすい情報発信の方法の検討・提供する情報を精査 

 

⑤成果のチェック 

・定期的に、研究会の実績・実行された企画の成果をチェック 
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13．もてなし人材育成のための勉強会開催 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

○ 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

佐賀市民は、アピールが下手、表情を出さない等と言われ、初対面の観光客には無愛想と受け止めら

れる一面がある。そこで、市民が観光客に対して自然と挨拶・笑顔が出るようなもてなし意識を醸成し、

センスを養うための勉強を重ねることが必要がある。また、合併した各地域の観光資源・地域情報を観

光客に伝えたり、観光事業者が自分の店の商品を解説できるようなもてなし人材の育成を行う。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①もてなし人材育成のための勉強会開催 

・観光協会が事務局となって、市民・観光関連事業者が参加する勉強会を開催 

 

②勉強会での検討テーマ（案） 

・佐賀市内の観光資源・歴史・文化を知る場づくり 

→各地域のことを知る勉強会・ツアーの実施 

→地域・家庭の味を発表し、受け継ぐ場づくり 

→佐賀の“本物の職人”お話を聞く場づくり 

→他地域の事例を学び、定期的な情報交換会、勉強会を開催 

→商品を販売するスタッフが自社の商品を説明できるための、従業員教育の充実 

→もてなしの訓練の場を設置、“おにぎりカフェ”での実践と研修、来年度の高校総体期間にも

てなしのトレーニング 

・勉強を重ね、本物を見る目を養い、感受性やセンスを身につける場づくり 

→「きれい」「お洒落」と思わせる見せ方を研究する場づくり 

→心動かす店舗の外観、スタッフの衣装、身のこなし方、歩き方など、行きたくなる店づくり 

・観光客と対した際に、自然と挨拶・笑顔が出るようなもてなしの醸成 

→子どものしつけや小学校の教育などで、もてなしの基本的な意識を共有 

→小中学校のカリキュラムに茶道を取り入れることによる、もてなし教育の実施 

 

③観光ボランティアとして、実際に活動 

・観光施設やイベントにおける観光ボランティアとして、実際に活動 

 

④成果のチェック 

・定期的に、勉強会の実績・実行された企画の成果をチェック 
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14．地域の観光情報共有化のためのメーリングシステム構築 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

佐賀市の観光事業者が合併した各地の観光資源を知り、イベント情報や季節毎の見どころといった情

報を事業者間で交換し、観光客に情報提供することができるためのメーリングリストを作成する。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①メーリングリストの作成・運営主体の検討 

・観光協会を主体として、民間企業・NPO にメーリングリスト作成を依頼 

・アクションプラン４（観光客向けのメーリングリスト）と同時に開発 

 

②検討テーマ（案） 

・事業者から寄せられる観光情報を管理・編集し、定期的に発信 

・観光のトレンド・先進事例の紹介など、事業者にとってメリットのある記事の掲載による、ネッ

トワークの拡大 

・佐賀市観光情報のポータルサイトと連携し、詳細情報を掲載するサイトへのリンクを作成 

 

③メーリングリストの運営・更新 

・定期的に発行できるシステムづくり 

・情報提供のネットワークを順次拡大 
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15．もてなしの環境づくり 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

○ 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

観光客が快適・安心な観光ができるために、もてなしのレベルを判断できる指標を整備する。また、

多様なニーズに対応したサービスの提供や、交流の拠点機能強化といった、もてなしの環境づくりを進

める。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①もてなしの環境づくり研究会の立ち上げ 

・観光協会・観光事業者・市民などがメンバーとなり、もてなしの環境づくりの研究会を立ち上げ

 

②研究会での検討テーマ（案） 

・もてなし環境づくりの進捗度をあらわす評価基準の導入 

→ＩＳＯ等の規格認定に取り組む企業・店舗をパンフレット等によって紹介 

→自己検定システムの格付導入 

→レベルの高いもてなしを提供する店舗・事業者を紹介・表彰する仕組みづくり 

・多様化するニーズに対応したもてなし環境の整備 

→泊食分離など、観光客にとって分かりやすい会計システムづくり 

→農家民泊のノウハウの勉強会開催 

・交流の拠点機能強化 

→佐賀城本丸歴史館や、そよかぜ館など、集客・交通の拠点において、観光客が佐賀の人やモノ・

情報に触れることができる交流の拠点づくり 

 

③成果のチェックと、指標の更新 

・もてなしの環境づくり研究会の成果をチェック 

・定期的に、もてなし観光の指標を更新 
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16．現場でのもてなし研修の実施 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H18 

○ 

H19 

 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

○ 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

各地域の観光資源を知ることに加え、もてなしの場数を踏み、もてなしのノウハウを蓄積・習得する

ため、地域の自慢の品を持ち寄って紹介し、誉めあう場づくりを行う。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①もてなしを習得するための場づくり 

・平成 18 年度佐賀城下ひなまつりで地域の食材、自慢の品を持ち寄り、もてなしの研修を実施 

・観光協会が事務局となって、各地域の観光業者・生産者等に参加を呼びかける 

 

②品評会・自慢し合う会の開催 

・地元の資源・特産品等を持ち寄って自慢し合う会の開催 

・食の文化祭のようなイベント開催 

 

③人気の品、評判の品を、市外に向けてＰＲする仕組みづくり 

・特に評判の品を佐賀観光のホームページで紹介するなど、市民・事業者が品評会参加のメリット

を感じる仕組みづくり 

・継続・定期的な開催に向けた組織づくり 
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17．佐賀市のなじみ客づくり 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

 

事業者 

 

 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

来訪者が佐賀市に親しみを感じて、常連になってもらうようなもてなしを目指す。また、多様な商品

構成を準備すると共に、佐賀市の商品のファンや、共通の趣味を持った人への情報発信やもてなしを行

い、佐賀市のなじみ客づくりを行う。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①佐賀市のなじみ客づくりのための研究会の立ち上げ 

・観光協会・事業者が中心となり、佐賀市の常連客を獲得するための取り組みを企画する組織づく

り 

 

②研究会での検討テーマ（案） 

・なじみ客になることで“お得感”を感じてもらうための企画を検討 

→交通費・飲食費の割引サービス、施設入場券の割引 

・佐賀市のなじみ客の輪を広げるための企画を検討 

→ニュースレター、ふれあいイベント、紹介サービス、Web やコミュニティ誌等を使った、なじ

み客づくりの支援 

・佐賀市の常連さんをイベントに招待 

・特産品のオーナー制度を活用 

・地域のイベントにおいて、他のイベントの告知・PR 

・常連さん限定の商品提供 

・「お取り寄せ」商品充実による佐賀のなじみ客づくりと、商品のイメージアップ 

 

③企画の実行 

・参加する観光客・事業者・市民を募り、企画を実行 

・観光客に佐賀に親しみ・愛着を持ってもらうと同時に、市民が交流・もてなしのノウハウを蓄積

 

④成果のチェック 

・定期的に、研究会の実績・実行された企画の成果をチェック 
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（２）推進体制 
各アクションプランの企画・実行・成果のチェックを行う体制をつくる。 

 
推進体制づくり 

取り組み時期 取り組む主体 

短期 

H19 

○ 

H20 

 

H21 

 

中・長期 

 

 

市民 

 

○ 

事業者 

 

○ 

行政 

 

○ 

＜内容＞ 

・市民・企業・行政等の協力により、各々のノウハウを活かし、観光振興への取り組みを行う。 

・アクションプランを推進・成果をチェックする体制づくりを行う。 

 

＜具体的メニュー＞ 

①戦略プラン推進協議会（仮称）の設置 

・佐賀市内外の有識者・事業者・行政等による構成 

・テーマ別の研究会等の設置によるアクションプランの推進 

 

②戦略プラン推進協議会（仮称）の役割 

・各アクションプランを推進するための研究会・勉強会への参加・事業の企画 

・アクションプランを実行するチームづくり 

・アクションプランの成果のチェック 

 

組織概要図（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略プラン推進協議会（仮称） テーマ別研究会 アクションプランの推進 
・事業計画の検討 
・事業実施の支援 
・事業評価 
・新規事業の企画 

佐賀市内外の事業者・有識者・行政等 

参加 参加 



参考資料 
●佐賀市観光振興戦略プラン策定委員会・部会構成（敬称略・五十音順） 
・佐賀市観光振興戦略プラン策定委員会 
委員長  村上 和夫   立教大学観光学部教授 
委員   牛島 秀図   株式会社会社佐賀タクシー代表取締役社長 

音成 日佐男     旅館あけぼの社長 
小野寺 睦   農家 
小野 善隆   農事組合法人そよかぜ館代表理事 
金子 美代子     るり色通信編集長 
樺島 雄大   レグナテック株式会社代表取締役専務 
瀬川 恭子   西日本リビング新聞社編集委員 
相田 昇       佐賀県農林水産商工本部観光課観光企画監 
鳥井 智子   フリーアナウンサー 
中野 幹子   九州観光推進機構国内誘致推進部次長 
原山 嘉昭   九州旅客鉄道株式会社佐賀鉄道部部長兼佐賀駅長 
古川 由紀子     佐賀市漁業協同組合女性部 
細井 和芳   社団法人全日本司厨士協会西日本地方本部会長 
宮津 哲郎   株式会社ＪＴＢ九州佐賀支店長 
宮原 知司   株式会社ホテル龍登園代表取締役社長 
向江 正博   全日空佐賀支店長 
村岡 央麻   社団法人佐賀観光協会会長代行 
村岡 安廣   株式会社村岡総本舗代表取締役社長 
山口 勝也   旅館大和屋 

                         
                            （平成 18年４月 28日現在）        

・企画・宣伝部会 
部会長  宮津 哲郎 
   金子 美代子・相田 昇・原山 嘉昭・向江 正博・村岡 央麻 

 
・観光資源・ルート開発部会 
部会長  瀬川 恭子 

   牛島 秀図・音成 日佐男・樺島 雄大・鳥井 智子・中野 幹子・宮原 知司 
 
・おもてなし部会 
部会長  小野寺 睦 
   小野 善隆・古川 由紀子・細井 和芳・村岡 安廣・山口 勝也 
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●策定の経過 
 

H18.４.28      第１回策定委員会 

H18.５.18       第１回観光資源・ルート開発部会 

H18.５.18       第１回おもてなし部会 

H18.５.19       第１回企画・宣伝部会 

H18.６.８       第２回観光資源・ルート開発部会 

H18.６.９       第２回企画・宣伝部会 

H18.６.９       第２回おもてなし部会 

H18.６.23      第２回策定委員会 

H18.７.18       第３回企画・宣伝部会 

H18.７.19       第３回観光資源・ルート開発部会 

H18.７.19       第１回市内観光施設視察会 

H18.７.20       第３回おもてなし部会 

H18.８.８       第４回観光資源・ルート開発部会 

H18.８.８       第２回市内観光施設視察会 

H18.８.10       第４回企画・宣伝部会 

H18.８.10       第４回おもてなし部会 

H18.８.23      第３回策定委員会 

H18.９.６       第５回おもてなし部会 

H18.９.７       第５回企画・宣伝部会 

H18.９.８       第５回観光資源・ルート開発部会 

H18.９.８       第３回市内観光施設視察会 

H18.９.28      第４回策定委員会 

H18.11.15～12.15   パブリックコメント制度による意見募集 

H19.２.５      策定委員会から市長への報告 
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佐賀市産業部観光・文化課 
               〒840-8501 佐賀市栄町 1番 1 号 

               TEL：0952-40-7110  FAX：0952-26-6244 

               URL：http://www.city.saga.lg.jp 

               E-mail：kanko@city.saga.lg.jp 

 

 




